
♦第１３回本町地域づくり懇談会を開催しました。 （平成２９年１０月１０日）

○１０月１０日（火）に国道２９４号（旧奥州街道）沿いの旧脇本陣（蔵座敷）において、本町周
辺の利活用方法とポケットパーク整備計画（案）について意見交換しました。
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みんなで考える地域づくり！

【ポケットパーク計画（案）】
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【ポケットパーク配置図】

①ポケットパークの舗装について
○石張り舗装は、段差やガタつきの問題がある。
○屋台の出し入れ時に御輿の車輪で破損する可能性があるため、
補修しやすいほうがよい。白河市内で実績のある楽蔵か乙姫桜
プロムナードの舗装がよい。

②板塀と門扉について
○ポケットパークは基本的にオープンスペース。
○北側の市道への通行も確保する必要がある。又、まちの拠点
であり、勧工場などの隣接地の利用方法が決まってから作っ
ても遅くないのではないか。

○旧脇本陣の石畳も資源である。見えなくするのはもったいな
い。

○地元に塗装業者も居るため地元で管理するためには、防犯上
勧工場側に板塀が欲しい。屋台会館側はなくして良い。

※市と県で調整していく。

③車止めから「移動可能な柵」に変更
○車止めを撤去・設置する手間や、保管するスペースなどの課
題があるため、利用方法により容易に移動できる柵タイプと
したい。

④駐車スペースについて
○駐車スペースを狭くしないように、高札場の基礎囲いは付け
ないこととしたい。

○車の駐車配置は、利用しながら地元で検討していきたい。

■和風人止柵

■乙姫桜プロムナード

■楽蔵

石畳



♦旧脇本陣「蔵座敷」の整備状況と利活用方法について

【このニュースに関するお問い合わせはこちらへお願いします】
福島県県南建設事務所 企画管理部 企画調査課 （TEL：0248-23-1617）
白河市役所 建設部 まちづくり推進課 （TEL：0248-22-1111）

[源流の里づくり」
シンボルキャラクター

みなもん

次回の懇談会は、
１１月を予定して
おります！

⑥芝について
○若手は欲しいと言っている。草刈り等の日常的な管理を考えると不要と思うが、町内会で検
討し回答する。

⑦名称について
○ポケットパークの名称は、「奥州白河宿公園」とする。

⑧道路元標について
○道路元標に「奥州白河宿公園」と表示して欲しい。
○「白河石の会」に提供してもらえるか確認したい。提供不可の場合には、黒御影石で作成す
ることを検討したい。

⑨電柱移転箇所について
○屋台会館前だと御輿の出し入れに支障がでない位置として欲しい。

○次回懇談会では、今回の意見を反映した図面を確認していただく予定です。

「旧脇本陣改修」の整備状況 （白河市まちづくり推進課より説明）

◆旧脇本陣改修工事について、工事は全体の９０％まで進んでいると報告があり
ました。残工事は、玉座の間の畳入れ替えなどがあります。

蔵座敷の用途
◆９月１０日に地元から提案あった利用方法について、市から説明がありました。
１）貸館（会議、勉強会、イベントなど）
回答⇒消防法の問題ないため可能。

２）宿泊施設（一日一組限定の宿）
回答⇒消防法・旅館業法・食品衛生法の法律に基づく設備を要するため難しい。

３）飲食店（カフェ・お食事処・蔵バー）
回答⇒消防法・食品衛生法の法律に基づく設備を要するため難しい。

○蔵座敷の利活用については、引き続き検討していくことなりました。

⑤街路灯について
○防犯上、上から照らす街路灯が欲しい。
○四辻交差点の拡幅工事で街路灯が1基不要となる。商店街の所有だが、ポケットパークで再
利用することも可能か？ →再利用は可能です。


